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                     （第２期中期目標前文より） 

 
本学は大分大学憲章が示す目標を達成すべく，有為な人材の育成に努めるとともに，教育・研究・医療・社会連携への 

取り組みを通して特色ある大学づくりを目指し，もって総合大学としての機能の高度化や地域における「知の拠点」として 
の役割を果たす。 

 
１．知識基盤社会に求められる人材の育成  

基礎的な学力に裏打ちされた高い専門知識とともに，柔軟な思考力と創造性を身に付け，知識基盤社会で活躍できる 
自立した人材の育成を目指す。時代や社会の要請及び学問の発展に対応した人材育成を行うために，教育研究組織の再構 
築を目指す。 

 
 
２．特色ある大学づくり  

大学の個性化と高度化を目指し，大学院レベルの教育で目指す「高度の専門職業人養成」，学部レベルの教育による 
「幅広い職業人養成」，及び全学的な教育，研究，医療活動が役割を担う「社会への貢献」において，本学の特色を発揮 
する。本学が「ナショナルセンター」に相応しい実績を有する分野については，「世界的な教育研究拠点」を目指す。 

 
 
３．地域社会との共生・発展  

大分県に立地する唯一の国立大学として，この地域における「知の拠点」として機能するとともに，地域の活性化に貢献 
する「リージョナルセンター」としての役割を果たす。 
 
 

４．発展を支えるマネジメント体制と安定した経営基盤の構築  
運営体制の改革と安定した経営基盤の構築に努め，弾力的で効率的な大学経営の実現を目指し，質の高い管理運営組織を 

整備する。 

大分大学の基本的な目標 
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１．知識基盤社会に求められる人材の育成 

１-１『持続的就業力を育む地域連携型キャリア教育』が「大学生の就業力育成支援事業」（ＧＰ）に採択 
                   【最長５年間，年間約２,０００万円】 

 

 

●「キャリア教育推進会議」を設置 

●平成２３年２月「キャリア企画センター」を設置 

●平成２３年２月キャリア教育コーディネーターを配置 

 

 
１-２ 高等学校教育と大学教育の接続に関する主な取組  
 

●高大接続モデル事業 

・産業界の求める高度なビジネススキルの育成を図る 

「ビジネスセミナーⅡ」（高校３年生対象）を開講 

・生徒による課題探求型学習を実践 

・生徒による成果発表会を実施（大分県教育委員会，県下高等学校・中学校教員も参加） 
    

●『学問探検ゼミを核とした高大接続教育』（平成 20～22 年度） 
（平成 20 年度文部科学省質の高い大学教育推進プログラム(教育 GP)選定） 

・【チャレンジ講座】 

      「文系チャレンジ講座」「理系チャレンジ講座」を開講（いずれも全８回） 

      対面授業，遠隔配信授業 

    ・【キャンパス大使】 

      学生６４名をキャンパス大使として，３９の出身高校に派遣 

 
チャレンジ講座の様子 

 
キャリア企画センター 
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１-３ 形成的評価のためのポートフォリオシステムの開発  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●期待される成果 

       学生・・・目標設定から始まる学習サイクルの形成，学習成果の相対化， 

学びのふり返り 

       教員・・・形成的評価に基づく学習状況の把握，より正確な成績評価， 

証拠と自己省察による授業改善 

 

●平成２２年度活用実績 

       問題解決型授業における協調学習 （教養科目）「大分大学を探ろう」(受講生 89 名)，「成人教育方法入門」(受講生 43 名) 

●特 徴 
・学習成果の蓄積（バージョン管理も可能） 

・評価基準表（ルーブリック）を用いた評価 

・学習成果物に対するコメントの容易化 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

学生の学習過程全体を支援 

形成的評価 

 

 

 

写真について，外部公開の許可を得ていませんので 

掲載できません。 

 

 

 

 

 

 

協調学習風景（｢大分大学を探ろう｣より） 

 
 
 
 
写真について，外部公開の許可を得ていませんので 

掲載できません。 

 
 
 
 
 
 

協調学習風景（「大分大学を探ろう」より） 
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２．特色ある大学づくり 

 
 
 
 
 
 
 
 

２-１ イノベーション機構の改組 
      

 

●社会に対する窓口を明確化し，研究者・関連企業等に対する 

一貫した支援を行うため，「産学官連携推進機構」の設置を 

決定（平成２３年４月１日設置） 

 

 

 
産学官連携機構運営図 

２-２ 全学研究推進機構の主導による重点領域研究 
プロジェクト  

 

●大型プロジェクト支援（学長裁量経費による配分） 
 －平成２２年度実績－ 

・７件のプロジェクトを採択（人間環境科学領域１件，生命科学領域１件，学際・複合・新領域５件） 
総額３,８４５万円を配分 

 
上記に関連した研究により獲得につながった外部研究資金実績 

 
 
 
 
 
 
 

・平成２２年度最先端研究開発戦略的強化費補助金 
「消化器感染症の最先端研究と中米におけるフィールド調査」【３年間で約４,５００万円】 

・平成２２年度科学技術振興機構戦略的創造研究推進事業個人型研究 
「藻類由来光合成器官の電極デバイス化とバイオ燃料変換系への展開」【５年間で上限１億円】 

・平成２３年度環境省循環型社会形成推進科学研究費補助金 
「バイオマス・二酸化炭素を原料としたソーラー燃料・化成品変換システムの構築に関する研究」 

【３年間で約５,０００万円】 
・平成２３年度科学研究費補助金  
  ⇒採択率３８.２９％（前年度比６.８９ポイント上昇），採択額３億２１８万円（前年度比８,４６５万円増） 
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３．地域社会との共生・発展 

３-１ 地域連携研究コンソーシアム大分等における取組 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

３-２ 救命救急医療の充実  
 
●ドクターカー 
・平成２２年４月 本学医学部附属病院ドクターカー運用開始 
・大分県下全域を対象 

⇒消防，医師，県知事の要請より，重篤な症例に対し出動 
・平成２２年度出動実績 ３０８件 
・４つの地域消防本部とドクターカーによる救命救急士の研修受入れ協定締結 

⇒「病院前救護」の連携を強化 
●ドクターヘリ 
・平成２２年１０月 本学医学部附属病院が「大分県ドクターヘリ基地病院」 
に決定 

・平成２４年度のドクターヘリの導入，運用開始に向けて救命救急棟屋上ヘリ 
ポートの設計に着手 

●地域連携研究コンソーシアム大分（平成 19 年度設置）  
＝本学のリーダーシップのもとで運営し，大分県内８高等教育機関の共同研究により地域課題の 
 解決を目指す組織 
【平成２２年度】・運営コーディネーターによる連携機関の研究者訪問，インタビュー実施 
        ・研究者の専門領域等を紹介した研究者情報発信サイトを開設 

●とよのまなびコンソーシアムおおいた（平成 22 年度設置）  
＝本学のリーダーシップのもとで運営し，大分県内７高等教育機関の「教育連携」に重点を置き 
 大分県の教育レベル向上を目指す組織 
【平成２２年度】・「おおいた学びフェスタ」参加により，次年度の「大分地域大学等連携講座」のチ 

ラシ等による広報を開始した 

大分高等教育協議会 

（平成 23年 5月設置） 

     

         

柚子の力       ﾌｨｯﾄﾈｽｽﾄﾚｯﾁｬｰ NOBINOBI 

    
空気清浄機     ｽｯﾎﾟﾝｼﾞｭﾚまるまるｺﾗｰｹﾞﾝ 

【大分大学から産まれた商品の一例】 
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４-１ 男女共同参画社会の実現に向けた取組と女性研究者支援 
     
 

●平成２２年５月  平成２２年度文部科学省科学技術振興調整費による 

女性研究者モデル育成『地域で育む「輝く女性研究者」支援』 

プロジェクト採択 

●平成２２年７月  男女共同参画推進本部 設置 

学長特別補佐（女性研究者支援担当）を配置 

女性研究者サポート室設置 
●平成２２年１０月 「大分大学男女共同参画推進宣言」及び「男女共同参画行動計画」策定 
 

 
４．発展を支えるマネジメント体制と安定した経営基盤の構築 

設置された旦野原キャンパス休憩室 

設置された挾間キャンパス休憩室 

大分大学男女共同参画推進宣言 
 男女が、互いにその人権を尊重しつつ責任を分かち合
い、性別にかかわりなく、その個性と能力を十分に発揮
することができる男女共同参画社会の実現は、21世紀
の我が国における最重要課題です。 
 大分大学は、大学憲章において、基本理念として、「人
間と社会と自然に関する教育と研究を通じて、豊かな創
造性、社会性及び人間性を備えた人材を育成するととも
に、地域の発展ひいては国際社会の平和と発展に貢献
し、人類福祉の向上と文化の創造に寄与する」ことを掲
げています。この基本理念のもとで、大学としての機能
の高度化や地域における「知の拠点」としての役割を果
たしつつ，有為な人材の育成と教育研究の発展を目指し
て取り組んできました。これらの取組の進展が、公正・
公平な男女共同参画を必須の前提とするものであるこ
とはいうまでもありません。 

大分大学は、男女共同参画社会の実現に寄与すること
を本学に期待されている社会的使命の一つとして受け
止め、以下の基本方針に基づき、別に定める具体的な行
動計画を全構成員が一丸となって推進することをここ
に宣言します。 

【基本方針】 
  男女共同参画推進体制の拡充 
  教育・研究・就業の場における男女共同参画の推進 
  家庭生活と教育・研究・就業との両立支援 
  大学運営における意思決定への男女共同参画の推進 
  地域社会との連携を通じた男女共同参画の推進 
  男女共同参画に関する啓発活動と教育研究の推進 

※女性研究者サポート室が行ったサポート事業の一部 

 
女性枠研究者奨励賞・学会参加費

の募集案内 
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４-２ 戦略的経費の重点的確保  

【学長裁量経費】 
●戦略的教育研究事業等を一層推進するため，学長裁量経費を前年度比７,５００万円増の２億７,０００万円とした 

（平成２２年度予算配分における重点化事業） 

・学生の教育環境・生活環境の充実（前年度比約８００万円増の２,０００万円） 

・大型プロジェクトの推進 

・職員ＳＤ研修 等 

 

●意欲的な取組を支援するための公募課題関係経費の一元化を決定（次年度から実施） 

 
  
 
 
 
  
 
 
 
  ※公募課題のほかに，学長が指示する非公募事業を支援 
 
【中期目標達成積立金】 
●第２期中期目標・中期計画を達成するための経費として，平成２２年度は約１８億円を確保 

 

①教育改革拠点形成支援 ②研究推進拠点形成支援 

③若手研究者萌芽的研究支援 ④社会連携推進 

⑤教育研究診療設備整備支援 ※平成 22 年度採択総件数 48 件 
      採択総額 116,360 千円 

平成 22 年度学長裁量経費公募枠 

⑥国際活動支援 

⑧ベンチャー・ビジネス支援 

⑦重点領域研究推進 

平成 23 年度学長裁量経費公募枠 
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 ４-３ 施設有効利用調査の実施  
                          

   
●使用している全ての部屋（附属病院及び図書館を除く）２,４４０室について， 

書面調査と現地調査を実施 

    ⇒学内全室の使用者，使用用途等が把握可能なデータベースが完成 

    ⇒活用されていないスペースは，学長裁量スペースへ  
現地調査の様子 

      
「2010 おおいた市民おどりの祭典」に参加する    地域の小学校における大分大学工学部の技術職員     大分市内の商業施設における東日本大震災復興 

大分大学踊り隊（学長，役員等）          による「おもしろ科学実験室」             支援チャリティコンサートに出演した本学職員 

                                                     バンド

【地域社会貢献活動の例】 



 

 

 
 

 


